
 

 

 

 

 

 

 

第 2101回例会 

2022 年 6 月 20日(月) 
12:30～ 海南商工会議所４F 

次年度委員会別活動計画ミーティング 

 

１． 開会点鐘 

２．ロータリーソング  「それでこそロータリー」 

３．出席報告 

会員総数 41名 出席者数 22 名 

出席義務規定適用免除会員  1 名 

出席率 56.41%  前回修正出席率 56.41% 
 

４．会長スピ-チ        会長 魚谷 幸司 君 

皆様、こんにちは。本

日は次年度の委員会別活

動計画ミーティングを行

いますので、皆様方、宜

しくお願い致します。 

特記すべき報告事項は

ありませんが、6月 15日、

研修・情報規定委員長の

寺下さんより新人、新会

員研修会を開催して頂き

ました。ロータリーの仕組み、ロータリーの沿革と

して、ロータリーの目的、4 つのテスト、5 つの奉

仕、重点分野、ロータリアンの義務、行動規範等に

ついて説明頂き、最後に海南東ロータリークラブの

概要をお話しいただきました。 

4名の新会員の皆様、参加の会員様に自己紹介を

頂きましたが、新会員の皆様は「無理矢理に入らさ

れた」という人は一人もおらず、「清掃活動をした

い」「ロータリーの仲間に入りたいと思った」「交友

関係を広げたい」「奉仕の役に立ちたい」等のご意

見があり、非常に頼もしい思いで聞いておりました。 

その後 3名の新会員様と飲みに行きましたが、前々

から知り合いの如くの交流ができたと思っており

ます。7月以降、新会員様へのお気遣いの程、宜し

くお願い申し上げます。 

 

 

 

５．幹事報告               幹事 宇恵 久視 君 

 特にありません。 

 

６．地区役員、委員の委嘱 

〇職業奉仕委員長、社会奉仕委員 中西 秀文 君 

 

 

 

 

 

 

 

〇地区幹事、IT・ガバナー月信副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．次年度委員会別活動計画ミーティング 

 

８．閉会点鐘 

 

【次回例会】 

2102回 6月 27日（月）19：00～ 

最終例会 美登利 

 

 

 

 

花畑 重靖 君 今度、東北方面に行ってきます。 

角谷 太基 君 魚谷さんに代行載せ貰ってあ

りがとうございます。 

中西 秀文 君 有田南RC45 周年式典に参加し

てきました。ガバナー補佐の最

後の仕事全う出来ました。 

田中 祥秀 君 キミノリ（買い物支援）事業、皆

様のお陰で無事にすみました。 
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平和会議 in ヒューストン：平和構築へ

のコミットメントを強化よびかけ 
 

2022年ロータリー国際大会の開幕直前、平和構

築に力を注ぐ世界中の人びとが「ロータリー会長

主催会議 in ヒューストン：平和のために奉仕す

る」（6 月 3～4 日開催）に参加し、今年度におけ

るロータリーの紛争への対応を振り返ったほか、

平和が持続する環境づくりへのコミットメント

をさらに強めました。 

会 議 で は

まず、ウクラ

イナの平和

へのロータ

リーのサポ

ートが表明

され、ロータ

リーの膨大

なネットワークを通じてウクライナ国内外の避

難民に迅速な人道的支援が提供されていること

が伝えられました。 

開会セッションでは、ロータリー事務総長兼

CEO であるジョン・ヒューコ氏が講演し、水や食

糧、シェルター、医薬品、衣服をウクライナの人

びとに提供するために、1,500 万ドル以上の寄付

がロータリー災害救援基金に寄せられたことを

語りました。 

「人命が失われているこの恐ろしい状況の中

でも、思いやり、人間性、献身を示す類まれな行

為を目にし、ロータリーの素晴らしさ、そして明

るい未来を垣間見ることができました」とヒュー

コ氏。 

ヒューコ氏の両親は、第二次世界大戦後に米国

ミシガン州に移住。父親のルボミールさんは、米

国移住後にクラークストン・ロータリークラブに

入会し、ウクライナ人を支援する複数のプロジェ

クトに携わりました。1991年のウクライナ独立宣

言後、ルボミールさんはウクライナの首都キーウ

での初のロータリークラブ設立に尽力しました。

このクラブの創立会員となったジョン・ヒューコ

氏は、1990年代にウクライナに住み、同国の新憲

法の起草を援助しました。 

ヒューコ氏の講演の後、ウクライナから参加し

たミロスラフ・ガブリリフ氏（リヴィウ・ロータ

リークラブ会員）が講演し、各国からの救援物資

の手配と管理、市民への援助など、同国のクラブ

が行っている活動について話しました。ガブリリ

フさんのほかにもウクライナから数名の会員が

今国際大会に参加しています。 

 世界各地で開かれた 6回の会長主催会議の総仕

上げとなる今回の平和会議は、平和のためのネッ

トワークを築き、さまざまなかたちで平和構築に

携わる人たちの話を聞く機会となりました。 

 シェルターボックス（ShelterBox）の CEOサン

ジ・スリカンサン（Sanj Srikanthan）氏は、災害

救援におけるパートナーであるロータリーとシ

ェルターボ

ックスが、さ

まざまな危

機への対応

においてい

かに協力し

ているかを

紹介しまし

た。 

著作家・運動家であるアジム・カミサ（Azim 

Khamisa）氏も講演し、1995 年に息子がピザ配達

中にギャングメンバーに殺害され、それがきっか

けでタリク・カミサ財団を設立した自身の経験に

ついて語りました。同財団は、修復的司法と社会

的正義の原理に基づき、報復や恨みではなく、許

しと思いやりを選択できるよう支援を行ってい

ます。 

そのほかにも、Cure Violence Global創設者ゲ

イリー・スラトキン（Gary Slutkin）氏、The 

Horizons Project創設者ジュリア・ロイグ（Julia 

Roig）氏、元ロータリー平和フェローで

International Storytelling Center会長である

キラン・シン・シラー（Kiran Singh Sirah）氏が

講演しました。 

 ロータリー平和フェローシップは、平和構築の

分野で活躍できるリーダーを育成するために、平

和に情熱を注ぐ人びと（年に 130名まで）に奨学

金を提供しています。またロータリーは、経済平

和研究所とのパートナーシップを通じてロータ

リー積極的平和アカデミー（Rotary Positive 

Peace Academy）を設立し、暴力の欠如にとどまら

ない平和の枠組みを推進しています。 

 平和はロータリーの使命の礎であり、ロータリ

ーのあらゆる活動に内在するものであると、今回

の会議の議長であるセリア・クルス・ジアイ元国

際ロータリー副会長は述べました。 

 平和会議の閉会セッションでは、国際ロータリ

ー会長エレクトであるジェニファー・ジョーンズ

氏が UNICEF USA の最高責任者マイケル・ナイン

ハイス氏とともに、女児のエンパワメントにおけ

るパートナーシップを発表しました。RI会長であ

るシェカール・メータ氏が掲げたこの会長イニシ

アチブを、ジョーンズ会長エレクトも引き継ぐこ

ととなります。 


